耳鼻咽喉科学 by 渡辺 行雄 et al.
耳 鼻 咽 喉 科 学
教 授







将 積 日 出夫
助 手




山 本 森 弘
助 手












1 )  Watanabe Y . ，  Shojaku H. ，  Kobayashi M， 
and Fushiki K .  : Rotatory sensation during 
optokinetic stimu1ation. In Vertigo ， nausea， 
tinnitus and hearing 10ss in centra1 and 
periphera1 vestibu1ar diseases . ( eds. ) 
C1aussen C-F， Sakata E and Itoh A. 1 35 -
138， E1sevier， Amsterdam， 1995. 
2) Nakagawa， H . ，  Larsen H-C. ， AnnikoM， 
and Watanabe Y : Visua1 orientation in 
patients with Meniere's disease in Meniere's 
Disease， 2 7 3 ・ 2 8 0 ， The Danavox Jubi1ee­
Foundation， Denmark， 1995. 
3) H.  Larsen， H・C. N akaga wa : Low pressure 
chamber test in patients with Meniere's 
disease in Meniere' s  Disease， 2 6 7 ・ 2 7 1 ， 
The Danavox Jubi1eeFoundation， Denmark， 
1995. 
4) Shojaku H.， Ito M.， Akaogi K.， Watanabe 
Y. and Mizukoshi K. : Some characteristics 
of optokinetic afternystagmus in humans. 
In Vertigo ，  nausea， tinnitus and hearing 
10ss in centra1 and periphera1 vestibu1ar 
diseases. ( eds. ) C1aussen C-F， Sakata E and 
Itoh A. 9 1 -94， Elsevier ， Amsterdam， 1995. 
5 )  Mizukoshi K. ， Watanabe Y . ，  Shojaku H. 
and Aso S .  : Vertigo after head and inner 
ear injuries-with specia1 reference to neu­
roto10gica1 findings.ln Vertigo， nausea， 
tinnitus and hearing 10ss in centra1 and 
periphera1 vestibu1ar diseases . ( eds. ) C1au­
ssen C-F， Sakata E and Itoh A. 1 0 3 - 1 0 6 ，  
E1sevier. Amsterdam. 1995. 
6) 渡辺行雄 : コ ン ビ ュ ー タ 分析. 日 本平衡神経科
学会編 イ ラ ス ト 「め ま い の検査J ， 52・53 . 診断 と
治療社， 東京， 1995. 
⑩ 原 著
1 )  Watanabe Y. ，  Mizukoshi K . ，  Shojaku H . ，  
Watanabe I . ，  Hinoki M. ，  and Kitahara M . : 
Epidemio10gica1 and clinica1 characteristics 
of Meniere 's  disease. Acta Oto1aryngo1 
(Stockh ) Supp1 519 : 206・210， 1995 . 
2 )  Mizukoshi K . ，  Watanabe Y. ，  Shojaku H . ，  
Matsunaga T. and Tokumasu K. : Pre1imi­
nary guide1ines for reporting treatment 
results in Meniere's  disease conducted by 
the Committee of the Japanese Society for 
Equilibrium Research， 1993 .  Acta Oto1ary­
ngo1 ( Stockh ) Supp1 5 19 ; 2 1 1 ・215 ， 1995 . 
3 )  Aso S . ，  Gibson， W. P. R. : Surgica1 tech­
niques for insertion of a mu1ti-e1ectrode 
imp1ant into a postmeningitic ossified coch-
1ea. Am J Oto1 16， 231・234， 1995. 
4 )  H-C， Nakagawa， H. Larsen : Age- ，  and 
sex-induced postura1 contro1 ( trans1ated 
into Swedish ) ( A1der-och konsind ucerade 
postura1a forandringar ) Svensk ONH 
tidskrift 4 : 1 1 - 12， 1995 . 
5 )  Mizukoshi K . ，  Watanabe Y. ， Shojaku H. ， 
Ito M. ， Ishikawa M. ，  Aso S. ， Asai M. and 
Motoshima H. : lnfluence of a co10d front 
upon the onset of Meniere' s  disease in 
Toyama， Japan. Acta Oto1aryngol (Stockh) 
Suppl 520 ; 412・414， 1995 . 
6 )  Shojaku H . ，  Watanabe Y. ，  Mizukoshi K . ，  
Kitahara M. ， Yazawa Y. ， Watanabe 1 .  and 
Ohkubo J. : Epidemio10gica1 study of severe 
cases of Meniere's disease in Japan. Acta 
Oto1aryngo1 ( Stockh ) Supp1 5 20  ; 4 1 5 ・ 4 1 8 ，
1995. 
7 )  Barmack N.H. and Shojaku H. : Vestibular 
and visual clim bing fiber signa1s evoked in 
the Uvula-Nodulus of the rabbit cerebellum 
by natural stimulation. J. Neurophysiol .  
74 : 2573・2589， 1995 . 
8 )  Kawamata S . ，  and Igarashi Y. : Growth 
and turnover of rat otoconia as revealed 
by 1abe1ing with tetracycline. Anat. Rec. 
242 : 259・266， 1995. 
9) Sato Y.， Fushiki H . ，  and Kawasaki T. : 
門，inノU】
Alternations of visual clirnbing fiber res­
ponse properties in cat cerebellar flocculus 
after cerebralcortical lesions. J. Neurophys 
iol. 73 : 298-31 1 .  1995. 
10 )  Sato Y . ，  Fushiki H . ，  and Kawasaki T. : 
Tirne course of cerebellar flocculus visual 
cornplex spike responses . Yarnanashi Med . 
J. 10 : 7 1 -76 . 1995. 
1 1 ) 麻生 伸， 安村佐都紀， 浅井正嗣， 将積 日 出
夫， 渡辺行雄 : 良性発 作性頭位舷量症 ( BPPV )
に対す る Epley法の効果. Equilibriurn Research 
54. 547-552. 1995 . 
1 2 ) 中川 肇， 林 真樹子， 水上裕紀子 ， 木村 寛 ，
浅井正嗣， 将積 日 出夫， 渡辺行雄 : 小 児 気管支異
物摘出後の気道管理の経験， 小児耳鼻咽喉科 16 ; 
72-75. 1995. 
13 ) 中川 肇 : 頭頚部の発生異常 に 起因す る 嚢胞
性疾患， JOHNS : 1 1  : 205・210.
14) 中川 肇 : 花粉症関係 の 圏 内文献 に つ い て-
1990年 ・ 199 1年一花粉症研究会会報 6 : 30・33 .
1 5 )  浅井正嗣 : ー側前庭障害例 に お け る 水平後方
移動刺激に対す る 立 ち直 り 反応. 富山医薬大医誌
8 ( 1 )  : 24-33， 1995. 
⑩ 学会報告
1 )  渡辺行雄， 賂積 日 出夫， 安村佐都紀 : 前庭性不
均衡 と 後眼振D P と の関連性.第5回後眼振研究会，
1995， 2 ， 岐阜.
2 )  賂積 日 出夫 ， 渡辺行雄 ， 伊東宗治 ， 神 田 憲 一 ，
安村佐都紀， 石田正幸， 高倉大匡 : メ ニ エ ー ル病
確実例の有病率に関す る 調査研究 ( 予報 ) . 厚 生
省特定疾患前庭機能異常調査研究班平成 6 年度総
会， 1995， 2 ， 東京.
3 )  浅井正嗣， 清水勝利， 渡辺行雄 : ー側前庭障害
例におけ る姿勢制御障害. 厚生省特定前庭機能異
常調査研究班平成 6 年度総会， 1995， 2 ， 東京.
4 )  清水勝利， 浅井正嗣， 渡辺行雄 : 体平衡機能か
ら 見た前庭障害例 に対す る リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン効
果の判定. 厚生省特定疾患前庭機能異常調査研究
班平成 6 年度総会， 1995， 2 ， 東京.
5) 武 田精一， 麻生 伸， 大井秀哉， 渡辺行雄 : ノ ー
ト パ ソ コ ン を 用 いた携帯型嫡電図 シ ス テ ム . 第 1 1
回耳鼻咽喉科情報処理研究会， 1995， 3 ， 東京.
6) Watanabe Y.， Kobayashi M. ，  Fushiki H. 
and Shojaku H. : Rotatory sensation elicited 
by optokinetic stirnulation . The 22nd Cong­
ress of International Neurotological & 
Equilibriurn Society ， 1995， 4， Hakone， Japan. 
7) Mizukoshi K.， Watanabe Y. ， Shojaku H. 
and Aso S. : Vertigo after head and inner 
ear injuries-with special reference to neu­
rotological findings- .The 22nd Congress of 
International Neurotological & Equilibriurn 
Society， 1995， 4， Hakone， Japan. 
8 )  Shojaku H . ，  Ito M. ，  Akaogi K . ，  Watanabe 
Y. and Mizukoshi K. : Sorne characteristics 
of optokinetic afternystagrnus in hurnans. 
The 22nd Congress of International Neuro­
tological & Eq uilibriurn Society， 1 9 9 5 ，  4 ，  
Hakone， Japan. 
9 )  将積 日 出夫， 安村佐都紀， 島 岳彦， 本 島 ひ と
み， 渡辺行雄 : 視運動性後眼振D P と 前庭性不均
衡の関係， 第24回 目 耳鼻富 山 県地方部会 ， 1995 ，  
4 ， 富山.
10 ) 高田 訓， 麻生 伸， 浅井正嗣， 渡辺行雄 : 急
性中耳炎後に発症 した 感音難聴.第24 回 日 耳 鼻富
山県地方部会， 1995， 4 ， 富山.
1 1 )  水上裕紀子， 日 野美奈子， 麻生 伸， 渡辺 行雄
: 予後不 良 と 考え られた 突発性難聴 の治療経験 .
第24回 日 耳鼻富山県地方部会， 1995， 4 ， 富山.
12 )  浅井正嗣， 清水勝利， 高田訓， 渡辺行雄 : 前庭
障害例の平衡訓練 - EquiTest に よ る 評価 - 第
4 回咽喉科 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン医学研究会， 1995， 
4 ， 東京.
13 ) 高田 訓 ， 五十嵐 良和 ， 渡辺行雄 : 小 児 眼富
蜂窟織炎 の 1 例. 北陸感染症学会 ， 1995 ， 4 ， 金
沢.
14 ) 日 野美奈子， 浅井正嗣 ， 木村 寛 ， 中 川 肇，
渡辺行雄 : 副因頭間隙に発生 した横紋筋肉腫の一
例， 第14回北陸頭頚部腫湯研究会， 1995 ， 4 ， 金
沢.
15 )  渡辺行雄， 将積 日 出夫， 浅井正嗣， 麻生 伸，
武田精一 : シ グナルプ ロ セ ッ サー と し て のパー ソ
ナ ル コ ン ビ ュ ー タ . 第96回 日 本耳鼻 咽喉科学会，
1995， 5 ， 千葉.
16 ) Nakagawa H. ，  Hans-Christian Larsen : 
Age- ， and sex-induced postural control 
( translated into Swedish ) ス ウ ェ ー デ ン 耳鼻
咽喉科学会春 季 大 会 ， 1 9 9 5 ， 5 ，  Stockholrn， 
Sweden 
17 ) 浅井正嗣， 清水勝利， 高 田 訓， 渡辺 行雄 : ア
ル コ ール摂取の体平衡機能に対す る影響. 第96回
日 本耳鼻咽喉科学会総会， 1995， 5 ， 千葉.
18 ) 五十嵐良和， 川真田聖一， 渡辺行雄 : ラ ッ ト 耳
石 の成長 と 代謝につ いて . 第96回 日 本耳鼻咽喉科
口。ηL 
学会総会， 1995 ， 5 ， 千葉.
19 )  清水勝利， 浅井正嗣， 高 田 訓， 渡辺行雄 : 小
児 の平衡機能の発達 につ い て ( 一年経過後の変化).
第96回 日 本耳鼻咽喉科学会総会， 1995， 5 ， 千葉.
20 ) 五十嵐 良和 川真田聖一 渡辺行雄 : ラ ッ ト 耳
石の成長 と 代謝 に つ い て . テ ト ラ サ イ ク リ ン を用
い た研究. 第270 回 日 耳鼻北 陸地方部 会 連 合 会
1995， 6 ， 金沢.
21 ) Shojaku H. ， Watanabe Y . ，  Shima T and 
Motoshima H. : Directional preponderance 
of optokinetic afternystagmus and im­
balance in vestibular system. The 6th After幽
nystagmus Meeting， 1995， 7， Hayama， Japan. 
22) 安村佐都紀， 赤荻勝一， 中 島智子 ， 麻生 伸 ，
渡辺行雄 : 顔面神経麻痔 ・ 嘆声で発症 し診断が困
難であ っ たoverlap 症候群の 1 例. 第57回耳鼻 咽
喉科臨床学会， 1995， 7 ， 東京.
23 ) 長 崎 正 男 ， 五十嵐 良 和， 大屋美香 ， 麻生 伸 ，
渡辺行雄， 豊本貴嗣， 諸橋正昭 : 耳介 に 発 生 し た
メ ルケ ル細胞癌のー症例. 第57回耳鼻咽喉科臨床
学会， 1995， 7 ， 東京.
24 ) 渡辺行雄 : 身体動揺検査法. 特別講演山形県
地方部会， 1995， 6 ， 山形市.
25 ) 日 野美奈子， 浅井正嗣 ， 木村 寛 ， 中 川 肇 ，
渡辺行雄 : 副因頭間隙に発生 した横紋筋肉腫の一
例， 第43回 日 耳鼻 中部地方部会連合会， 1995 ， 7 ，  
名 古屋 .
26 ) Nakagawa H . ，  Hans-Christian Larsen， 
and Watanabe Y : Visual orientation in 
patients with ]\在eniere's disease 1 6th Dana­
vox symposium. Meniere's  disease， 1995， 9. 
27 ) Hans-Christian Larsen，Nakagawa H : 
Low pressure chamber test in patients 
with Meniere 's disease . 1 6 th Danavox 
symposium " Meniere's disease "September 
1995. 
28 ) 安村佐都紀， 赤荻勝一， 麻生 伸 ， 渡辺行雄 :
多発性脳神経症状 を 呈 したオーバ ー ラ ッ プ症候群
の 1 例. 北陸医学会， 1995 ， 9 ， 石川 .
29 ) 水上裕紀子 浅井正嗣 渡辺行雄 : Weber腺
か ら発生 した貯留嚢胞の 1 例. 日 耳鼻北陸地方部
会連合会第271 回例会， 1995， 9 ， 金沢.
30 ) 麻生 伸， 水越鉄理 渡辺行雄 : 長期間聴力を
観察 し得た 内 リ ンパ水腫症例. 第40回 日 本聴覚医
学会， 経団連会館， 1995， 9 ， 東京.
31 ) 山本森弘， 麻生 伸， 大井秀哉， 小林美幸， 渡
辺行雄 : 急性低音障害型感音難聴の崎電図 ( 第 3
報) . 第40回 日 本聴覚医学会 1995， 9 ， 東京.
32 ) 日 野美奈子， 麻生 伸， 上 田 晋 介， 渡辺行雄 :
聴力変動を繰 り 返す幼児難聴症例， 第40 回 日 本聴
覚医学会， 1995， 9 ， 東京.
33 ) 武田精一， 麻生 仲， 渡辺行雄 : パ ソ コ ン を用
いた聴性誘発反応検査. 第40 回 日 本聴 覚 医学会 ，
1995， 9 ， 東京.
34 ) Aso S . ，  Yasumura S . ，  Asai M. ，  Shojaku 
H . ，  and Watanabe Y : The Effect of Epley' s  
Maneuvern Benign Paroxysmal Positional 
Vertigo ( BPPV ) .  3rd Japanese-Sino Confe­
rence in Otolaryngology， Head and N eck 
Surgery， 1995， 10， Kanazawa， Japan. 
35 ) 安村佐都紀 高 田 訓 渡辺行雄 : め ま い症
例 に お け る 血圧異常 と 証の分布. 日 本耳鼻 咽喉科
和漢研究会， 1995， 10， 東京.
36 ) 高 田 訓 ， 麻生 仲， 浅井正嗣， 渡辺行雄 : 急
性中耳炎 に続発 した感音難聴. 第 5 回 日 本耳科学
会， 1995， 10 ， 東京.
37 ) 水上裕紀子， 麻生 仲， 将積 日 出夫， 浅井正嗣，
渡辺行雄 : 予後不 良 と 考え られた突発性難聴 の治
療.第5回北陸MMC研究会， 1995， 10 ， 金沢.
38 ) 高倉大匡 ， 麻生 伸 ， 渡辺行雄 !蝶形骨 洞 ア
ス ペルギ ル ス 症 の一例. 第34 回 日 本 鼻 科学 会 ，
1995， 10 ， 札幌
39 ) Barmack N. H. ， Yoshimura J.， Qian Z-Y. ， 
and Fushiki H. : Influence of unilateral 
labyrinthectomy on expression of protein 
kinase C in a cerebellar-vestibular pathway 
in rat . Society for neuroscience， 1 99 5 ， 1 1 ，  
Sundiegs， USA. 
40 ) 渡辺行雄， 武田精一， 中川 肇， 将積 日 出夫，
館 克代 : コ ン ビ ュ ー タ ース ク リ ー ンでの観察 を
主体 と したComputerized ENG の実際. 第54回
日 本平衡神経科学会， 1995， 1 1 ， 大阪.
41 ) 麻生 仲 ， 安村佐都紀， 浅井正嗣， 将積 日 出夫，
渡辺行雄 : 良性発作性頭位舷量症 ( BPPV ) に 対
す る Epley法の効果 (第 2 報) . 第54 日 本平衡神
経科学会， 1995， 1 1 ， 大阪.
42 ) 中 川 肇， Hans-Christian Larsen， 渡辺行
雄 : 重心動揺の経年変化ール ン ド大学方式 に よ る
検討. 第54回 日 本平衡神経科学会， 1994 ，  1 1 ， 大
阪.
43 ) 将積 日 出夫， 渡辺行雄， 安村佐都紀， 伊東宗治，
長崎正男 : 音刺激に よ る 胸鎖乳突筋誘発筋電図 の
検討. 第54回 日 本平衡神経科学会 ， 1995 ， 1 1 ， 大
阪.
nHU 円ノト】
44 ) 浅 井 正 嗣 ， 舘 克 代 ， 清 水 勝 利 ， 渡 辺 行 雄 :
hemiparkinsonism症例お よ び片麻痔症例の重心
動揺の検討 . 第54 回 日 本平衡神経科学会， 1995 ， 
1 1 ， 大阪.
45 ) 安村佐都紀 渡辺行雄 勝積 日 出 夫 ， 張瑞麗 ，
舘克代 : 温度眼振反応中 の前庭 自 律神経反射 の検
討. 第54回平衡神経科学会， 1995， 1 1 ， 大阪.
46 ) 赤荻勝一， 賂積 日 出夫， 安村佐都紀， 伊東宗治，
渡辺行雄 : 受診圏の 比較的限定 し た 地域で の メ
ニ エ ール病確実例有病率調査. 第54回 日 本平衡神
経科学会， 1995 ， 1 1 ， 大阪.
47 ) 清水勝利， 浅井正嗣， 高 田 訓， 高倉大匡 ， 渡
辺行雄 : 脊柱側寄症症例での体平衡検査 . 第54回
日 本平衡神経科学会， 1995 ， 1 1 ， 大阪.
48 ) 高 田 訓， 渡辺行雄， 浅井正嗣 ， 将積 日 出 夫 ，
清水勝利， 中 川 肇， 舘 克代 ， 水越鉄理 : 新潟
水俣病症例に おけ る重心動揺検査異常所見 . ー ア
キ レ ス臆部振動刺激負荷の影響を 中心に 第54
回 日 本平衡神経科学会， 1995， 1 1 ， 大阪.
49 ) 高倉大匡， 浅井正嗣， 清水勝利， 中 川 肇， 渡
辺行雄 : 脊髄小脳変性症 2 症例の体平衡検査所見
第54回 日 本平衡神経科学会 1995， 1 1 ， 大阪.
50 ) 張瑞麗， 渡辺行雄， 将積 日 出夫， 舘克代 : 赤外
線CCD カ メ ラ と ENGの 同時記録 に お け る 眼球運
動分析 の有用性 . 第5 4 回 日 本 平 衡 神 経 科 学 会 ，
1995， 1 1 ， 大阪.
51 ) 中川 肇 : ス ウ ェ ー デ ン で の研究 と 生活 に つ
い て . 第25回富山県地方部会， 1995， 1 1 ， 富山.
52 ) 上 田晋介， 山 谷和正 ， 槻陽一郎 : 急性感音難
聴で発見 さ れた ク モ膜嚢胞の一例. 第25 回 日 耳鼻
富山県地方部会， 1995 ， 1 1 ， 富山 .
53 ) 五十嵐 良 和 渡 辺 行 雄 長 崎 正 男 : 当 科 の
THP-CDDP C CBDCA ) -PEP に よ る 頭頚部 化学
療法の成績. 第25回 目 耳鼻富山県地方部会， 1995 ，  
1 1 ， 富山.
54 ) 山本森弘， 麻生 伸， 中川 肇， 渡辺行雄 : 若
年性鼻咽腔血管線維腫の 2 例. 第25回 日 耳鼻 富山
県地方部会， 1995， 1 1 ， 富 山.
55 ) 清水勝利， 将積 日 出夫， 大井秀哉， 渡辺行雄 :
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